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津波 PRA における建屋内機器等のフラジリティ評価に用いることができる、津波波圧の作用により一部が

損傷した建屋外壁からの漏水量の評価フローを提案する。 
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1. 緒言 

津波 PRAにおける評価対象津波が敷地内浸水

を生じる際、建屋外壁には津波波圧が作用する。

津波の浸水ルートとして、建屋外壁の一部損傷

に伴う建屋内浸水を考慮する場合、建屋内機器

等のフラジリティ評価の実施に際し、建屋外壁

からの漏水量の定量的評価が必要となる。 

2. 津波波圧の作用に対する建屋外壁を介した

漏水量の評価フロー 

躯体の応力状態を指標とする 3 段階の評価グ

レード（漏水量評価が不要な評価グレードⅠ、既

往評価式を用いた簡便な漏水量評価を行うグレ

ードⅡ、数値解析に基づく精緻な漏水量評価を

行うグレードⅢ）から成る漏水量評価フローを

図-1 に示す。グレードⅡにおける確率論的評価では、浸水深 h に対応する津波波圧と既往評価式から算定し

た RC 部材の曲げひび割れ幅を用いて漏水量 Q(h)を求め[1][2]、h-Q(h)関係を中央値として h の偶然的ばらつ

きに伴う Q の対数標準偏差を設定することにより、ある漏水量閾値 Q*の超過確率 P(h)を算定できる。 

3. 結論 

本提案により、波圧作用により一部が損傷した建屋外壁を介した漏水量の決定論的・確率論的評価が可能

となる。本成果は、建屋内機器等のより現実的な津波フラジリティ評価に資する。 
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図-1 本研究で提案する漏水量評価フロー 
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